
２０２５年度以前 

芸術学研究科 

人材育成の目標 

芸術学研究科は、文化芸術の創造及び発展をけん引できる、卓越した創作研究能力及び芸術理論に関す

る高度の専門性を有した人材の育成を教育理念とし、美術、デザイン・工芸に関する卓越した制作・研

究能力を培い、地域文化振興と国際文化交流において指導的な役割を果たす、理論を踏まえた高度の専

門性を有する人材を育成することを目標としています。 

  

学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

博士前期課程 

芸術学研究科は、所定の期間在学し、所定の単位を修得し、以下の技術や能力を身に付けた上で、以下

の修了作品（研究報告書を含む）又は修士論文を提出して審査に合格した学生に対して修了を認定し、

修士（芸術）の学位を授与します。 

 

○ 研究分野の創作・研究活動において高度な能力を有する。 

○ 研究分野の創作・研究活動における多様な素材や技術に関して高度な能力を有する。 

○ 地域や国際社会と関わりながら、芸術と社会に関する豊かな学識と経験を有する。 

○ 修了作品にあっては、専門的な技術を持ち、独創的な表現を追求した作品。 

○ 修士論文にあっては、文献を十分に調査したうえで、独自な洞察を行っている論文。 

 

                  修士論文等審査基準 

 

博士後期課程 

芸術学研究科は、所定の期間在学し、所定の単位を修得し、以下の技術や能力を身に付けるか、それと

同等以上の学力があると確認された上で、以下の研究作品及び博士学位論文を提出して審査に合格した

学生に対して修了を認定し、博士（芸術）の学位を授与します。 

○ 研究分野の創作・研究活動において卓越した能力を有する。 

○ 研究分野の創作・研究活動における多様な素材や技術に関して卓越した能力を有する。 

○ 地域や国際社会と関わりながら、芸術と社会に関する高度な学識と経験を有する。 

○ 研究作品にあっては、高度に専門的な技術を持ち、独創的で卓越した表現を追求した上で、さ

らなる芸術上の展開が期待できる作品。 

○ 博士学位論文にあっては、適切なテーマを設定し、文献を十分に調査した上で、独自な洞察を

行い、的確な構成と表現によって一貫した主張を行っている論文。 

 

                  博士論文等審査基準 

 

 

 

 

 

https://www.hiroshima-cu.ac.jp/uploads/2018/06/05geijutu-ronbunshinsa_m-20200319120524192.pdf
https://www.hiroshima-cu.ac.jp/uploads/2018/06/06geijutu-ronbunshinsa_d-20200319120721263.pdf
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芸術学研究科 

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 

芸術学研究科は、文化芸術の創造･発展をけん引することを理念とし、美術、デザイン・工芸に関する

卓越した創作研究、及び芸術理論に関する研究の能力を培うことにより、地域文化振興と国際文化交流

において指導的な役割を果たし、理論を踏まえた高度の専門性を有する人材を育成することを目的とし

て、教育課程を次のように編成します。 

 

博士前期課程 

1.幅広い視野から芸術を理解し、深い教養を身に付けることができるよう、全研究科共通科目群を教育

課程に組み入れます。 

2.専門分野における知識・技能を養うための科目を開設し、研究指導を行います。 

 

○ 専門的な創作と理論の研究及び発表 

○ 創作を基礎づける理論に習熟するための芸術学関連講義 

○ 理論構築能力を養う論文作成の演習 

○ 分野を超えた造形演習や語学演習 

○ 国際的、社会的な環境における創造に関わる研究実践 

 

博士後期課程 

専門分野に必要な深い学識と高度な研究能力を養うための科目を開設し、研究指導を行います。 

 

○ 高度で専門的な創作の研究及び発表 

○ 専門的な理論研究と高度な理論構築能力を養う論文作成の演習 

○ 専門領域での探究を基に領域を超えた横断的な研究実践 

 

 

入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー） 

芸術学研究科では、次のような人の入学を求めています。 

 

1. 美術、デザイン・工芸に関する高度な創造や表現を行うために、卓越した制作・研究能力を身

に付けたい人。 

2. 自らの創造や表現の幅を広げるために、多様な素材や技術に関する専門的な知識を学びたい

人。 

3. 芸術理論研究を通して、芸術に対する高度な感性と思考力を身に付け、幅広い芸術文化に関わ

る専門的な知識・研究能力を身に付けたい人。 

4. 地域文化振興と国際文化交流において指導的な役割を果たすために、芸術と社会に関する豊か

な学識と経験を身に付けたい人。 

 


